
Ⅰ． 千葉大学リポジトリでの研究成果
普及の取り組み

　千葉大学は，大学等研究機関が生産する研究
成果と多様な学術情報の発信力強化ならびに学
術雑誌価格高騰への対抗措置のため，国内初の
学術機関リポジトリ「千葉大学学術成果リポジ
トリCURATOR」（https://opac.LL.chiba-u.jp/
da/curator/）（以下千葉大学リポジトリ）を構築
し，2005年に正式運用を開始した［1,2］。千葉大
学リポジトリは，千葉大学で生み出される研究成
果（論文・研究データ等）を収集・蓄積し，イン
ターネット上で世界中に発信している。また，国
内外の学術情報データベースとも連携し，公開し

た論文は「WorldCat」「CiNii」「医中誌web」等
からリンクされ，検索結果をクリックするだけで
本文を読むことができる。千葉医学会誌も，1895
年創刊の「一高志林」から「千葉医学」「Chiba 
Medical Journal」の最新号に至るまで，ほぼす
べての論文・記事が千葉大学リポジトリにおいて
公開され，オープンアクセス（以下OA）になっ
ている。
　千葉大学はOAを積極的に推進しており，2016
年に「千葉大学OA方針」を制定し，学術雑誌等
で公表した教員の論文を千葉大学リポジトリから
公開することを定めた。同時に，千葉大学リポ
ジトリの情報流通機能の強化も行い，2017年 1
月に千葉大学リポジトリで公開するコンテンツ
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要　　旨

　千葉大学は様々な領域の研究成果の発信力強化ため，学術機関リポジトリ「千葉大学
学術成果リポジトリCURATOR」から論文本文・研究データ等を公開している。残念な
がら千葉大学の研究者への認知度が低く，十分に活用されていないのが現状である。近
年本学研究者が助成を受ける科学研究費では，「社会発展の基礎となるための研究成果報
告」が一層求められている。本学が運用しているリポジトリを活用したモノグラフ出版
の取り組みを紹介しつつ，研究成果報告のオープンアクセス推進方策を提言する。
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のDOI（Digital Object Identifier）登録が可能と
なった。近年，科学研究費助成事業（以下科研
費）の助成を受けた研究成果は，社会発展の基礎
となるための報告が求められている。そこで助成
を受けた研究成果を広く普及するため，モノグラ
フを千葉大学リポジトリで公開し，DOIを登録す
る試みを開始した。2017年 3月にリポジトリ公開
した『元素名語源集』［3］と『小学校における困難
児への対応 : 教師への指導指針   第 2版』［4］は，
千葉大学でのDOI登録第 1号，第 2号となった。
以来，筆者らはモノグラフをリポジトリで出版・
公開する取り組みを続けている。

Ⅱ． モノグラフシリーズ「学校教育の
現場で役立つガイドブック」

　筆者らは前述 2冊に続き，「学校教育の現場で
役立つガイドブック」とカテゴライズして，『学
校での放射線リスク教育ガイドブック』［5］，『予
防接種リスク教育ガイドブック』［6］，『英語読字
障害支援ガイドブック』［7］等のモノグラフを千葉
大学リポジトリから出版・公開・DOI登録した。
いずれも，社会的関心やニーズが高まっている
が，十分な研修や認知が行われているとは言えな
い分野について，最新の科学的知見や教育支援に
必要な具体的情報を，学校教員向けに分かり易く
説明したものである。科研費の助成を受けた研究
の成果として作成した教材であり，リポジトリに
よる成果普及を図った。旧来の方法では，研究報
告書を冊子体で作成し国内外に郵送していたが，
リポジトリを活用すればこのような手続きは不要
なだけでなく，専門分野を越えた幅広い読者へ研
究成果を社会還元することが期待できる。

Ⅲ．リポジトリを活用した出版・公開のメリット

Ⅲ－ 1．どこでも・いつでも・誰でも読める
　リポジトリでの出版・公開の最大のメリットは，
国内外いかなる所からでも閲覧可能なことである。
スマホでも手軽に，即時に，情報を必要とする人
は誰でも，その情報を検索・入手することができ
る。大学図書館へ足を運ばなくても，いつでも最
新の研究成果を得ることが可能であり，医療や教

育の現場で実践する者への大きな支援となる。

Ⅲ－ 2．内容をアップデートできる
　リポジトリでは改訂版の公開も容易である。こ
のメリットを生かし，『学校での放射線リスク教
育ガイドブック』は，2017年に発行した内容を改
訂し，2019年に 2版を出版・公開した［8］。その
時必要とされている最新の情報を反映して提供す
ることができるのである。

Ⅲ－ 3．多様な情報を提供できる
　画像や動画，研究データ等，多様な情報もリン
クで関連付けて提供できることもリポジトリの利
点である。このメリットを活用し，『外傷シミュ
レーション教育ガイドブック』では，外傷救急処
置の動画も併せてリポジトリで公開した［9］。動
画はガイドブックの内容の理解を助けるだけでな
く，分かり易い動画を入口として，細分化されて
いる専門知識へ読者を誘う役割も果たす［10］。

Ⅲ－ 4．利用統計を取得できる
　千葉大学リポジトリでは，公開したコンテン
ツへのアクセス回数・アクセス元等の利用統計
を取得することができる。利用動向を把握する
とともに，研究成果の評価への活用が考えられ
る。海外研究者とのやり取りで経験した 1例を挙
げると，Durham大学Centre for Evaluation and 
Monitoring （CEM）が作成した学校教員向けガ
イドブック［11］を日本語訳しリポジトリに公開
した［4］。その際，原著者からアクセス回数を報
告することとともに，学校教員向けにブログで紹
介する等してアクセス回数を増やすことを依頼さ
れた。英国では自著の訳本へのアクセス回数も彼
らの業績の指標となるとのことであり，大学教員
評価のあり方の相違を痛感した。

Ⅳ．リポジトリでDOIを登録するメリット

Ⅳ－ 1．将来にわたる本文アクセスが保たれる
　DOIは，コンテンツへの到達を確保する仕組み
を持つ国際的な識別子であり，学術情報の流通を
円滑にしている。また，引用元となるコンテンツ
を一意に明示できるため，論文だけではなく，画
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像や研究データ等これまで引用表示や引用元への
到達が難しかった学術情報の表示のためにDOI
が登録され，利用が拡大している［12］。

Ⅳ－ 2．無料で国際的な識別子を取得できる
　国際的に普及している識別子は情報の特定を確
実にし，コンテンツの流通性を高める。これま
で筆者は，モノグラフの出版時に ISBNを取得し
ていたが，煩雑な手続きが必要な上有料であっ
た。しかし，千葉大学リポジトリでのDOI登録
は附属図書館が行うため，手続き不要で無料であ
る。このため筆者らは，リポジトリで出版・公開
するモノグラフ全てにDOIを登録することとし，
ISBNを取得していた過去の出版物も千葉大学リ
ポジトリで公開しDOIを登録した。

Ⅳ－ 3．業績リストに記載できる
　DOIを業績リストに記載することでの活用の
メリットは大きい。最近の英文誌にはDOIの記
載を求められることもあり，自身の業績リストに
DOIを入れておき適宜論文作成時に文献欄に引
用している。また，最近の研究状況を他の研究者
に紹介する際にも，その業績リストを送ればDOI
で論文にアクセスできるので，論文の本文ファイ
ルをメールで送る必要もなくなる。さらに言え
ば，科研費研究実績報告書にはDOIを記載する
箇所があり，そのためにも活用できる。DOIを
記載した場合は，「KAKEN」データベースから
DOIを介して論文本文へリンクされる。また，研
究者情報のポータルサイト「researchmap」に取
り込んでおき，「e-Rad」での研究助成申請時に出
力することなどもできる。

Ⅴ． 「学校教育の現場で役立つガイド
ブック」の利用統計の分析

Ⅴ－ 1．ドメイン別統計
　リポジトリで公開したモノグラフがどれほど読
まれたのかを調査した。「学校教育の現場で役立
つガイドブック」 7冊［3-9］の本文アクセス回数
は，リポジトリでの公開を開始した2017年 3月か
ら直近2019年 9月までで14,241回あった。うち教
育機関からのアクセス323回（小中高111回，大学

212回［千葉大学を除く］）を確認した。その他，
公共図書館・生涯学習施設 3回，病院 3回，研究
機関13回，企業79回，報道機関 4回，政府機関 7
回，地方公共団体14回を確認した。モバイルでの
利用の多さを考慮すると実態は把握できないが，
冊子体では得られない多様な利用があり，リポジ
トリでの公開には意義があったと考える。

Ⅴ－ 2．国別統計
　日本語で著したガイドブックであるにも関わら
ず，世界中からのアクセスを確認した（表 1）。
ガイドブックの表紙に英語書名を記載するととも
に，リポジトリのメタデータ［13］に書名・著者
名・出版者名等の英語表記を入力しているので，
英語で検索されてヒットしたものがウェブページ
翻訳等で読まれている可能性が考えられる。

Ⅴ－ 3．リファラ別統計
　Google等の一般的な検索サイトを経たアクセ
スが92％と大多数を占めた。一方で，千葉大学
リポジトリ，「IRDB」等の学術情報データベース
からのアクセスは 7％に留まり，ホームページ・
SNS等からのアクセスは 1％であった。モノグ
ラフであるため論文情報データベース経由のアク
セスがないのは当然だが，一般的な検索サイトか
らキーワード検索で辿り着く利用者が殆どという
結果であった。この分析結果を受け，附属図書館
は2019年 8月からリポジトリ新規公開コンテンツ
のTwitter広報を開始し，千葉大学学術成果の発
信力を強化した。

表 1　ガイドブックの世界地域別の
本文アクセス回数　　

地　　域 本文アクセス回数
日本 13,547
アジア 158 
北米 419 
中南米 4 
ヨーロッパ 49 
ロシア 10 
オセアニア 24 
中東・北アフリカ 4 
アフリカ 3 
不明 23 
合計 14,241 
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Ⅶ．おわりに

　近年のOA志向の高まりは新たな展開を加速し
ている。国際的な助成機関による研究成果のOA
義務化が広まり，国内でもJSTが2017年に，助成
する研究成果のOA化を原則とし，著者最終稿等
を機関リポジトリ等から公開することを推奨してい
る（https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/
policy_openscience.pdf）。また，2019年閣議決定の
「統合イノベーション戦略2019」（https://www8.
cao.go.jp/cstp/togo2019_honbun.pdf）においては，
研究データの管理・公開・検索を促進するシステ
ムの基盤として機関リポジトリの活用が求められて
いる。学術成果のOAとリポジトリの多様な活用に
対する社会的要請が強まる中，ぜひ本稿を参考に
リポジトリを活用し，学術成果を世界中に公開して
いただきたい。

Ⅴ－ 4．閲覧端末別利用統計
　PCからのアクセスは，31.4％に留まり，モバイ
ル端末からのアクセスは，68.6％（スマホ60.2％，
タブレット8.4%）にのぼった。ガイドブックのよ
うな実用的情報をコンパクトにまとめたコンテン
ツには，簡便でクイックな利用が求められた結果
だと推測すると，リポジトリでの公開はニーズに
応えていると考えられる。

Ⅵ．千葉大学リポジトリで利用が多い研究分野

　千葉大学リポジトリでは，どのような研究分野
がよく読まれているのかを調査した。直近 3年間
（2016年10月から2019年 9月）の本文アクセス回
数が上位100位までのコンテンツ（https://opac.
LL.chiba-u.jp/da/curator/ranking/?lang=0&kind
=1&dayfrom=20161001&dayto=20190930）を研究
分野別に集計した（表 2，図 1）。本文アクセス
回数の合計では，看護学，教育学，医学の順に高
く，教育学の過半数（55.9％）は特別支援教育に
関するものであった。 1コンテンツあたりのアク
セス回数は医学が最も高かった。実態は把握でき
ないがアクセス回数の多さから，研究者だけでは
なく医療や教育の現場に携わる者からの幅広い利
用があったものと推測した。
　以上のようにリポジトリは，広汎な社会的関心
や研究的発展に対し，たゆみない学術情報の提供
をもって応えており，社会啓発の一助として本学
研究者が活用すべきツールである。

表 2　上位100位の研究分野別のコンテンツ数と本文アクセス回数

研究分野 コンテンツ数 本文アクセス回数 1コンテンツあたり
生命科学 医学 8 224,099 28,012 
　 看護学 29 508,446 17,533 

薬学 1 5,906 5,906 
　 健康・スポーツ科学 4 78,893 19,723 
　 生物学 2 22,797 11,399 
理工学 　 7 49,316 7,045 
農学 　 4 28,399 7,100 
社会科学 教育学 17 232,693 13,688 

社会学 11 134,778 12,253 
　 経済学 1 7,768 7,768 
人文学 　 16 144,909 9,057 

合　　計 100 1,438,004 平均　　14,380  

図 1　上位100位の研究分野別の
　 　本文アクセス回数の割合
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